
市
議
会
全
員
協
議
会
が

日
開
か
れ
、
①
鶴
岡
市

22文
化
会
館
改
築
工
事
、
②

同
運
営
計
画
の
策
定
、
③

羽
黒
庁
舎
改
築
事
業
計
画

に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し

た
。

文
化
会
館
改
築
工
事

文
化
会
館
改
築
工
事
で

は
、
３
月
６
日
に
行
わ
れ

た
入
札
が
不
調
及
び
中
止

と
な
り
、
設
計
単
価
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
な

ど
総
合
的
に
検
討
し
て
き

た
経
過
が
説
明
さ
れ
、

本
体
工
事
費
は

億
円

53

か
ら
６
億
円
増
額
の

億
59

円
と
な
っ
た
こ
と
、
主
な

要
因
は
、
①
１
月
時
点
と

比
べ
、
県
公
共
工
事
設
計

労
務
単
価
が
約
８
％
上

昇
、
②
建
築
資
材
は
３
％

か
ら
最
大

％
の
価
格
上

16

昇
、
③
サ
ッ
シ
や
家
具
、

客
席
な
ど
見
積
価
格
が
上

昇
し
た
こ
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

日
の
臨
時
議
会
に
、

25
整
備
事
業
費
当
初
予
算
22

億
６
２
０
０
万
円
に
２
億

４
０
０
０
万
円
を
追
加

し
、

億
２
０
０
万
円
、

25

債
務
負
担
行
為
の
追
加
で

平
成

年
度
ま
で

億
４

28

35

０
０
０
万
円
が
提
案
さ
れ

ま
す
（
合
計
で

億
４
２

60

０
０
万
円
と
な
る
）。

事
業
費
総
額
は
、
概
算

で
調
査
設
計
、
解
体
、
補

償
費
等
で
５
億
３
７
０
０

万
円
、
監
理
委
託
６
８
０

０
万
円
、

年
度
予
定
の

27

外
構
工
事
８
億
円
を
加
え

億
８
５
０
０
万
円
と
な

65り
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
６

月
ま
で
解
体
工
事
を
終
え

入
札
実
施
、
６
月
議
会
で

承
認
後
、
本
体
工
事
に
入

り

年
８
月
完
成
の
計
画

28
で
進
め
る
と
し
て
い
ま

す
。

大
手
発
注
の
可
能
性

を
示
唆

ま
た
、
入
札
が
地
元
業

者
の
辞
退
で
不
調
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
大
手
業
者

に
発
注
す
る
可
能
性
も
あ

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し

た
。大

手
業
者
に
発
注
し
て

も
工
事
を
お
こ
な
う
の
は

下
請
け
と
な
る
地
元
業
者

で
あ
り
、
そ
の
場
合
は
、

よ
り
厳
し
い
条
件
の
仕
事

と
な
り
ま
す
。

不
調
の
主
な
要
因
は
、

予
定
価
格
と
実
勢
価
格
が

乖
離
し
て
い
る
こ
と
に
あ

り
、
改
善
さ
れ
た
設
計
労

務
単
価
の
反
映
な
ど
最
新

単
価
の
適
用
徹
底
、
資
材

価
格
の
高
騰
な
ど
に
対
応

す
る
ス
ラ
イ
ド
条
項
の
適

切
な
設
定
・
活
用
な
ど
の

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

抜
本
的
な
改
善
に
は
、

公
契
約
条
例
を
創
設
し
て

地
元
業
者
と
労
働
者
を
守

る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

文
化
会
館
改
築
工
事

運
営
計
画

運
営
計
画
で
は
、
６
つ

の
基
本
方
針
を
定
め
、
こ

れ
ま
で
の
貸
館
中
心
の
管

理
運
営
か
ら
、
運
営
主
体

自
ら
が
作
品
創
造
や
人
材

育
成
を
お
こ
な
う
自
主
事

業
を
積
極
的
に
展
開
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

運
営
主
体
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る

民
間
活
用
を
基
本
と
し
た

運
営
を
目
指
す
と
し
て
い

ま
す
が
、
酒
田
市
の
希
望

ホ
ー
ル
や
庄
内
町
の
響
ホ

ー
ル
が
直
営
で
運
営
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
学
ぶ
べ
き

で
す
。

羽
黒
庁
舎
改
築
計
画

羽
黒
庁
舎
の
改
築
事
業

計
画
で
は
、
昭
和

年
に

35

建
設
さ
れ
耐
震
上
問
題
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度

に
改
築
の
基
本
・
実
施
設

計
を
行
い
、

～

年
度

27

28

に
改
築
工
事
に
着
手
す
る

計
画
で
す
。

羽
黒
庁
舎
は
複
合
施
設

と
し
て
計
画
さ
れ
、
羽
黒

庁
舎
東
側
の
羽
黒
公
民
館

を
解
体
し
、
消
防
署
羽
黒

分
署
棟
を
併
設
。
庁
舎
西

側
の
保
健
セ
ン
タ
ー
を
一

部
解
体
（

・

㎡
）
し
、

27

85

用
途
変
更
を
行
い
、
羽
黒

コ
ミ
セ
ン
の
図
書
館
を
移

動
し
、
羽
黒
育
英
会
と
出

羽
商
工
会
羽
黒
支
所
を
配

置
す
る
計
画
で
す
。
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加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

解体工事が進む旧鶴岡市文化会館

日
、
鶴
岡
市
立
朝
暘

19
第
四
小
学
校
が
移
転
新
築

し
、
湯
田
川
小
学
校
、
田

川
小
学
校
と
統
合
し
て
開

校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
小
学
校
は
児
童
数
６

０
０
人
、
教
職
員

人
で

40

の
出
発
と
な
り
ま
す
。
写

真
は
児
童
代
表
の
言
葉
を

述
べ
る
斎
藤
大
星
く
ん
。

加
藤
太
一
市
議
が
市
民

文
教
常
任
委
員
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。



第
３
回
議
会
改
革
特
別

委
員
会
が

日
開
か
れ
ま

16

し
た
。

委
員
会
で
は
、

項
目

18

の
検
討
事
項
に
つ
い
て
、

順
次
検
討
し
、
合
意
が
形

成
さ
れ
た
も
の
か
ら
具
体

化
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
以
下
の
３

つ
の
項
目
に
つ
い
て
議
論

し
ま
し
た
。
主
な
内
容
を

紹
介
し
ま
す
（
順
不
同
）

１
．
一
般
質
問
の
あ
り

方共
産

①
質
問
充
実
の
た

め
に
、
時
間
を
拡
大
す
る
、

②
主
導
権
を
議
員
に
持
た

せ
る
た
め
に
、
質
問
時
間

の
み
に
す
る
。

市
民
ク

現
状
維
持
。
質

問
テ
ー
マ
が
重
複
し
な
い

よ
う
に
す
る
。

新
政

現
状
維
持
。
他
市

と
較
べ
て
質
問
人
数
が
多

過
ぎ
る
。

公
明

「
会
派
持
ち
時
間
」

を
見
直
し
、
「
議
員
一
人

当
た
り
の
時
間
」に
す
る
。

委
員
長

現
行
通
り
と
す

る
。
但
し
、
当
局
の
答
弁

の
あ
り
方
は
改
善
を
要
請

し
て
い
く
。

２
．
傍
聴
制
限

新
政

秩
序
維
持
の
た
め

に
現
状
通
り
。
議
員
が
守

る
べ
き
事
を
傍
聴
者
も
守

る
べ
き
。

共
産

「
べ
か
ら
ず
」
規

則
か
ら
、
傍
聴
し
易
く
す

る
た
め
の
最
低
限
の
ル
ー

ル
に
改
め
る
。
議
員
の
責

務
と
傍
聴
者
に
求
め
る
も

の
は
別
。

公
明

「
外
套
・
上
着
」

の
規
制
な
ど
時
代
に
合
わ

な
い
。

委
員
長

時
代
に
そ
ぐ
わ

な
い
も
の
や
表
現
な
ど
の

整
理
を
図
る
。

３
．
反
問
権

公
明

市
民
に
有
益
な
ら

認
め
る
べ
き
。

市
民
ク

デ
ー
タ
や
根
拠

を
十
分
準
備
す
る
こ
と
は

議
員
で
は
難
し
い
。
議
会

に
法
令
担
当
職
員
が
必
要

と
な
る
。

新
政

認
め
て
も
い
い

が
、そ
の
場
合
の
条
件
や
、

内
容
、
議
長
の
許
可
の
あ

り
方
な
ど
検
討
が
必
要
。

共
産

取
り
入
れ
る
べ
き

で
あ
る
が
、
現
状
の
質
問

時
間
で
は
制
約
が
あ
る
。

質
問
の
趣
旨
・
根
拠
を
明

確
に
す
る
こ
と
は
（
反
問

権
と
別
に
）
必
要
。

委
員
長

導
入
は
時
代
の

要
請
だ
が
、
具
体
的
な
課

題
整
理
が
必
要
。

農山漁村振興課入札結果（ ）内は予定価格
4月17日入札分

・平成25年災 林道戸の浦線災害復旧工事（早田字中山地内）
(株)和泉工務店 8,100,000円（8,139,000円）工期～9/30（落札率99.5％）

羽黒庁舎入札結果（ ）内は予定価格
4月11日入札分

・平成25年災 八森(2)農道災害復旧工事（羽黒町川代字八森地内）
中止 工期～5/20

・平成25年災 向山農地・水路災害復旧工事（羽黒町川代字向山地内）
中止 工期～5/20

・平成25年災 玉川農地災害復旧工事（羽黒町手向字玉川地内）
中止 工期～5/20

・平成25年災 東増川山農地災害復旧工事（羽黒町川代字東増川山地内）
中止 工期～5/20

・平成25年度(繰越) 長坂水路補修工事（羽黒町手向字長坂地内）
(有)髙橋工業所 2,100,000円（2,530,000円）工期～5/20（落札率83.0％）

上・加茂水族館のクラゲ大水槽

下・朝暘第四小学校の体育館

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
見

て
取
れ
ま
し
た
。

多
く
の
来
館
者
が
予
測

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
水
族

館
周
辺
の
市
・
県
所
有
地

等
を
活
用
し
１
０
９
３
台

分
（
初
年
度
）
の
駐
車
場

確
保
と
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の

運
行
、
案
内
表
示
の
充
実

な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
由
良

・
湯
野
浜
・
大
山
地
点
で

の
誘
導
な
ど
も
予
定
さ

れ
、
大
き
な
課
題
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

四
小
で
は
、
地
場
産
木

材
を
活
か
し
た
明
る
い
造

り
の
校
舎
に
、
「
言
葉
の

教
室
・
プ
レ
イ
ル
ー
ム
」

で
の
専
門
的
な
学
習
な
ど

も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
工
事
が
遅
れ
て
グ
ラ

ン
ド
と
外
構
工
事
な
ど
が

完
了
し
て
お
ら
ず
、
児
童

に
は
不
便
な
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

日
、
市
議
会
視
察
研

22
修
が
行
わ
れ
、

日
に
開

19

校
式
を
迎
え
た
朝
暘
第
四

小
学
校
と
、
６
月
１
日
に

オ
ー
プ
ン
す
る
加
茂
水
族

館
を
視
察
し
ま
し
た
。

水
族
館
で
は
、
オ
ー
プ

ン
に
向
け
て
急
ピ
ッ
チ
の

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
メ
イ
ン
の
ク
ラ
ゲ

の
展
示
や
研
究
設
備
な
ど

に
つ
い
て
は
既
に
運
用
が

始
ま
り
、
充
実
し
た
も
の

第
２
回
山
形
県
高
齢
者

大
会
（
高
木
鉱
一
実
行
委

員
長
）
が

日
、
庄
内
町

19

の
響
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
県
内
か
ら
６
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
「
介
護
悲
劇

の
根
絶
を
」
「
憲
法
９
条

を
守
り
平
和
な
国
づ
く

り
」
「
消
費
税

％
を
許

10

さ
な
い
声
を
」
「
原
発
ゼ

ロ
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推

進
。
災
害
復
興
の
早
期
推

進
を
」
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
の

脱
退
」
「
看
護
師
、
介
護

福
祉
士
、
管
理
栄
養
士
の

養
成
を
」
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
決
議
を
採
択
し
ま
し

た
。ま

た
、
篠
崎
次
男
さ
ん

（
日
本
高
齢
者
連
絡
会
顧

問
）
が
「
明
日
の
我
が
身

を
考
え
る
」
と
題
し
て
講

演
し
た
後
、
笑
福
亭
学
光

さ
ん
（
落
語
家
）
が
「
お

笑
い
で
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
」
と
題
す
る
落
語
を
行

い
ま
し
た
。
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